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平成24年5月15日号

こんにちは議会です。
⃝議会報告会を開催します⃝

5月29日〜31日の3日間

みまた よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

３月定例会（3月5日〜3月22日）

町政を問う一般質問（６名）
緊急出動 消防団 vol.4 「第 5 部、第 6 部」

宮崎県

表紙写真：五本松公園に遊びに来た子ども達



　

３
月
議
会
を
、
３
月
５
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催

し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
木
佐
貫
町
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、「
自
立
と

協
働
で
創
る
元
気
な
ま
ち
三
股
町　

地
域
主
権
の
到
来
を
見
据
え
た
、
町
民

総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
５
つ
の
基
本
方
針
が
提
唱
さ
れ

た
。

　

本
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
34
議
案
。
町
条
例
に
関
す
る
議
案
が
13
議

案
、
23
年
度
補
正
予
算
が
５
議
案
、
24
年
度
当
初
予
算
が
９
議
案
、
そ
の
ほ

か
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
７
議
案
が
審
議
さ
れ
１
議
案
修
正
し

た
ほ
か
は
全
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。（
一
般
質
問
は
７
名
の
登
壇
で
あ
っ

た
が
本
人
の
都
合
に
よ
り
６
名
の
み
の
記
載
と
な
っ
た
）

　

85
億
８
千
万
と
前
年
度

予
算
か
ら
５
パ
ー
セ
ン
ト

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
債
（
町
の
借
金
）

は
、
塚
原
第
二
団
地
の
建

替
事
業
、
都
城
地
域
健

康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事

業
、
島
津
紅
茶
園
切
寄
線

道
路
改
良
事
業
な
ど
に
約

８
億
１
千
６
０
０
万
円
の

借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い

る
。

　

特
別
会
計
を
含
め
た
、

全
会
計
１
４
５
億
８
千
万

は
前
年
度
と
比
較
す
る

と
１
億
９
千
万
の
減
と
な

る
。

国
民
健
康
保
険

　

予
算
総
額
が
2.3
％
の
増
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
が
9.3

％
、
介
護
給
付
金
が
7.3
％
の

増
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
予
算
総
額
は
12
・
９
％
の
増
。

介
護
保
険

　

予
算
総
額
は
7.2
％
の
増
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

  

介
護
保
険
と
の
連
携
に
よ

り
す
す
め
る
。

梶
山
地
区
農
業
集
落
排
水

宮
村
南
部
地
区
農
業
集
落
排

水公
共
下
水
道
事
業

　

三
つ
の
排
水
事
業
は
、衛
生

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
含
め
、

調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
く

予
定
だ
。

水
道
事
業

　

水
道
料
金
収
入
、
３
億
６

千
万
円
。

　

施
設
整
備
更
新
事
業
、
水

源
施
設
の
整
備
、
配
水
池
計

画
設
計
委
託
料
、
老
朽
管
の

布
設
替
え
が
主
な
も
の
だ
。

24
年
度
へ
新
た
な
決
意

　

３
月
５
日
開
会
し
た
３
月
定

例
会
で
、
木
佐
貫
町
長
は
、
新

年
度
に
向
け
て
の
施
政
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。「
自
立
と
協

働
で
創
る
元
気
な
ま
ち　

み
ま

た
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
５
つ
の

基
本
方
針
を
か
か
げ
、
地
域
主

権
の
到
来
を
見
据
え
た
、
町
民

総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に

つ
い
て
抱
負
を
述
べ
た
。

３ 月 定 例 会

特
別
会
計

事
業
の
中
身
は

一般会計 85億8千万円を可決 敬老祝い金の商品券支給に異議有り
議会が削除を求めた

平
成
24
年
度
当
初
予
算

施
政
方
針
表
明

平成24年度
一般会計の歳入内訳

〜総額85億8000万円〜

依存財源
59億7000万円

69.6％

自主財源
26億1000万円　

30.4％

義務的経費
41億2000万円

48％

経常的経費
32億6000万円

38％

平成24年度
一般会計の歳出内訳

〜総額85億8000万円〜
投資的経費

12億円  14％
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三股小学校入学式の様子

平成 24 年度　前年度と比べ５％、４億５千万円の減

一般会計 85億8千万円を可決

予算年度
会計名 24 年度予算額 対前年度比 採決の状況

一 般 会 計 85 億 8000 万円 △ 5.0％ 　賛成多数により可決　反対１

国民健康保険事業会計 30 億 2266 万円 2.3% 　賛成多数により可決　反対１

後期高齢者保険事業会計 2 億 2383 万円 12.9% 　賛成多数により可決　反対１

介 護 保 険 事 業 会 計 18 億 9377 万円 7.2% 　賛成多数により可決　反対１

介 護 保 険 サ ー ビ ス
事 　 業 　 会 　 計 1229 万円 △ 41.1％ 　全会一致により可決

梶 山 地 区 農 業 集
落 排 水 事 業 会 計 4289 万円 △ 1.0% 　全会一致により可決

宮 村 南 部 地 区 業 集
落 排 水 事 業 会 計 3472 万円 0.8% 　全会一致により可決

公 共 下 水 道 事 業 会 計 3 億 8034 万円 11.5%    賛成多数により可決　　反対２

特 別 会 計 合 計 56 億 1050 万円 4.7%

水 道 事 業 会 計 3 億 9582 万円 1.3% 　全会一致により可決

全 会 計 合 計 145 億 8632 万円 △ 1.3%
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クローズアップ新年度の
主な事業を

五本松雨水対策事業
1500万円

ボックスカルバート整備事業

塚原第 2 団地建替事業
6億4561 万円

B 棟、３階建て４１戸の建設

都城地域健康医療ゾーン整備事業
1億5913 万円

広域的な高次救急医療拠点

※ボックスカルバート～暗渠、工場製品で施工が簡単な製品として使用されています。

勝岡城跡西側斜面崩壊
部補強事業　2千494万円
勝岡城跡西側斜面の補強保護

住宅リフォーム助成事業
1000万円

生活環境の向上、町内産業活性化

クリーンセンター建設事業
1304万円

新しい清掃工場建設準備

平
成
23
年
度
補
正
予
算

指
定
管
理
者
決
ま
る

一
般
会
計

　

93
億
１
千
４
百
97
万
３
千
円

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

30
億
３
千
３
百
71
万
９
千
円

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

　

２
億
１
千
百
23
万
６
千
円

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

18
億
１
千
６
百
49
万
３
千
円

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

３
億
４
千
64
万
６
千
円

　
全
会
一
致
で
可
決
。

　

本
議
案
は
指
定
管
理
の
期
間

満
了
に
伴
い
、
３
施
設
に
つ

い
て
管
理
・
運
営
の
指
定
を

行
う
も
の
で
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。
３
施
設
の
概
要
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

る
。施　設　名 指定管理団体名 指定管理の

期　　　間

三股町パークゴルフ場 三股町
パークゴルフ協会 5 年間

三股町
養護老人ホーム清流園

社会福祉法人
やまびこ会 5 年間

三股町在宅老人
ディ・サービスセンター

社会福祉法人
三股町社会福祉協議会 1 年間

（太郎坊町）

（山田町）
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人
　
事

新
年
度
に
改
正
さ
れ
る
条
例
を
審
査

意 

見 

書

教
育
委
員
会
委
員
に

今
村
博
美
氏
を
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の
宮
田
安
親

氏
の
退
任
に
伴
い
、
次
期
委
員

と
し
て
、
餅
原
在
住
の
今
村
博

美
氏
を
新
に
任
命
す
る
も
の

で
、
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

今
村
氏
は
三
股
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
歴
任
。
現
在
47
歳

三
股
町
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　

税
務
財
政
課
に
、
町
税
及

び
公
課
の
収
納
対
策
を
追
加
。

　

全
会
一
致
で
可
決
。

三
股
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

た
ば
こ
税
、
県
と
町
の
比

率
の
変
更
。
防
災
の
財
源
に

平
成
26
年
か
ら
10
年
間
町

民
税
と
県
民
税
で
、
年
間

１
０
０
０
円
の
加
算
を
す

る
。
特
例
等
退
職
所
得
金
額

を
控
除
す
る
措
置
を
廃
止
す

る
。

　

賛
成
多
数
で
可
決
。

三
股
町
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

医
療
費
の
助
成
対
象
者
の

住
所
地
特
例
を
明
確
に
す
る
。

　

全
会
一
致
で
可
決
。

三
股
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
を
改
正
す
る
。

　

賛
成
多
数
で
可
決

三
股
町
敬
老
祝
い
金
条
例
の

一
部
改
正

　

敬
老
祝
い
金
の
対
象
者
の

基
準
日
を
７
月
１
日
に
す

る
。
祝
い
金
を
三
股
町
商
工

会
の
商
品
券
に
一
部
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

審
査
の
経
過

　

祝
い
金
の
一
部
を
三
股
町

商
工
会
の
商
品
券
で
支
給
で

き
る
と
い
う
改
正
に
は
金
額

の
規
定
も
な
く
、
敬
老
祝
い

金
の
趣
旨
か
ら
も
現
金
で
支

給
す
べ
き
も
の
で
、
商
工
会

の
保
護
育
成
は
別
途
考
え
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
で

改
正
案
を
修
正
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
。

三
股
町
児
童
福
祉
施
設
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　

三
股
小
学
校
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
設
置
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

三
股
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

山
王
原
児
童
館
を
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

三
股
町
使
用
料
及
び
手
数
料

徴
収
の
一
部
改
正

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回

数
券
12
回
分
１
０
０
０
円
を

導
入
す
る
。

　

全
会
一
致
で
可
決
。

三
股
町
防
災
会
議
条
例
、
三

股
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改

正
　

字
句
の
訂
正
。

　

全
会
一
致
で
可
決
。

　

安
心
・
安
全
な
国
民
生
活

実
現
の
た
め
、
防
災
・
生
活

関
連
予
算
の
拡
充
と
国
土
交

通
省
の
出
先
機
関
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
案

　

全
会
一
致
で
可
決
。

　

国
・
県
に
送
付
し
た
。

去
る
２
月
９
日
に
行
わ
れ
た
全

国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
に
お
い

て
全
国
で
50
名
の
方
々
が
特
別
表

彰
さ
れ
、
宮
崎
県
か
ら
は
２
名
が

受
賞
し
た
。
三
股
町
議
会
に
於
い

て
山
中
議
員
の
表
彰
伝
達
が
行
な

わ
れ
た
。

山
中
議
長
全
国
町
村
議

会
議
長
会
表
彰
に
お
い

て
特
別
表
彰
を
受
賞
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町 長　人にやさしい町政を推進
　　　する 池  邉  美  紀  議員

「町の行財政運営を問う」

扶
助
費
の
割
合
が
高
い
が
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
妥
当
か

一
般
財
源
の
扶
助
費
の
割
合
は
、

平
成
21
年
度
27
・
５
％
、
22
年
度
30
・
４

％
で
、
全
国
で
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
お

り
、
長
期
的
視
点
か
ら
考
え
る
と
財
政
的

に
厳
し
い
。
し
か
し
、
子
育
て
支
援
等
は

本
町
の
特
色
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を

踏
ま
え
運
営
し
て
い
く
。

医
師
会
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等

の
負
担
で
今
後
の
起
債
予
測
は

平
成
26
年
ま
で
に
約
10
億
の
起
債

が
予
測
さ
れ
27
年
度
末
で
84
億
に
な
る
。

元
利
償
還
に
つ
い
て
は
平
成
31
年
が
ピ
ー

ク
と
見
込
ま
れ
る
。

人
口
増
加
施
策
を
講
じ
て
い
る
か

生
産
人
口
増
加
施
策
を
問
う
。

住
宅
整
備
や
上
下
水
道
整
備
な
ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
他
、働
く
場
確
保
の
為
、

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

生
産
人
口
増
加
は
自
主
財
源
に
も

繋
が
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
た
め
積
極
的

に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
幼
児
医

療
費
無
料
化
な
ど
三
股
町
の
特
長
や
取
組

み
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

保
険
税
は
住
民
の
努
力
で
下
げ
ら

れ
る
税
で
あ
る
が
、
抑
制
方
針
を

問
う
。

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
特
定
検

診
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
を
推
進
し
て
、
医
療
費

抑
制
し
て
い
く
。

し
尿
処
理
場
の
今
後
の
計
画
を

問
う

経
年
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
し
尿

処
理
場
の
計
画
を
問
う
。

昭
和
42
年
に
設
立
さ
れ
て
お
り
平

成
８
年
に
機
器
を
更
新
し
て
い
る
が
建
物

の
耐
震
化
も
さ
れ
て
い
な
い
。
建
て
替
え

と
な
る
と
か
な
り
の
負
担
と
な
る
為
、
下

水
道
終
末
処
理
施
設
と
の
ミ
ッ
ク
ス
事
業

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
治
公
民
館
加
入
率
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
自
治
公
民
館
加
入
率
を
問

う
。

重
要
な
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

加
入
率
促
進
の
為
、
自
治
公
民
館
加
入
促

進
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
支
部
加
入
の
現

状
分
析
、
問
題
点
、
他
団
体
の
調
査
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
現
在
、
全
体
平
均
加
入

率
は
77
％
な
の
で
さ
ら
な
る
加
入
率
促
進

を
図
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
あ
る
の
で
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
積
極
的
に
進
め
て

い
く
。

公
民
館
加
入
率
の
目
標
数
値
を
示

す
こ
と
で
、
町
長
の
覚
悟
に
も
な

り
、
公
民
館
長
も
期
待
が
持
て
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

各
自
治
公
民
館
と
連
携
協
議
し
加

入
率
向
上
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

五
本
松
住
宅
の
計
画
を
問
う
。

五
本
松
住
宅
は
建
設
か
ら
約
40
年

が
経
過
し
て
お
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
現
在
１
３
４
戸
で
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
な
ど
に
よ
り
検
討
す
る
。

有
効
利
用
で
き
る
土
地
な
の
で
民

間
を
活
用
し
た
将
来
性
の
あ
る
活
用
を
望

む
。

三股町衛生センター
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町 長　今後の農政、産業に関連が
　　　あり、検討していきたい 内  村  立  𠮷  議員

「食の安心安全をどのように
考えているか問う」

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
し
た
こ
と
に
伴

い
早
く
も
米
国
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策

の
規
制
緩
和
を
突
き
つ
け
て
き
た
。
そ
の

中
で
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
食
を
政
府

任
せ
に
し
な
い
と
い
う
強
い
自
覚
を
持
つ

こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
う
。
厚
労
省
は

昨
年
12
月
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
見
直
し
を
表
明

し
、
輸
入
牛
肉
の
月
齢
制
限
撤
廃
ま
で
踏

み
込
ん
だ
諮
問
を
し
た
。
こ
う
し
た
や
り

方
に
農
家
や
消
費
者
か
ら
不
安
や
不
満
の

声
が
相
次
い
だ
。
日
本
で
は
認
め
て
い
な

い
ホ
ル
モ
ン
剤
の
牛
へ
の
使
用
を
米
国
で

は
認
め
て
い
る
が
、
副
作
用
の
問
題
が
あ

る
。
効
率
を
追
究
し
市
場
を
優
先
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
ゆ
ら
い
で
い
く
。
命
に
つ
な
が

る
食
の
安
全
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
か
伺
う
。

日
本
で
は
食
品
の
原
産
地
表
示
の

義
務
付
、遺
伝
子
組
み
換
え
の
表
示
区
分
、

添
加
物
表
示
区
分
、
牛
肉
の
全
頭
検
査
な

ど
は
安
全
な
食
品
を
も
と
め
る
消
費
者
の

努
力
に
よ
っ
て
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
安
全
基
準
の
緩
和

と
撤
廃
の
可
能
性
が
あ
る
。

畜
産
防
疫
対
策
に
つ
い
て
問
う

人
々
の
往
来
が
増
え
る
春
先
は
家

畜
伝
染
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時

期
で
も
あ
る
。畜
産
農
家
は
常
に
口
蹄
疫
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
家
畜
伝
染
病
に
脅

威
を
感
じ
て
い
る
。
発
生
時
期
か
ら
考
え

て
春
先
は
家
畜
伝
染
病
の
リ
ス
ク
が
高
い

と
み
ら
れ
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
を

抑
え
る
為
、
初
動
体
制
と
し
て
の
殺
処
分

の
流
れ
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
流
れ
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
、
家
畜
伝
染

病
が
本
県
、
本
町
か
ら
絶
対
お
き
な
い
よ

う
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
現
在
の
防

疫
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
22
年
度
に
発
生
し
ま
し
た
口

蹄
疫
は
宮
崎
県
内
で
29
万
頭
の
家
畜
を
犠

牲
に
し
た
。
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に

影
響
を
与
え
、
県
民
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
畜

産
防
疫
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
意
し
て
い
る
。
万
一
の
状
態

を
想
定
し
、
現
実
的
な
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
い
県
が
中
心
と
な
っ
た
防
疫
演
習
な

ど
行
っ
て
い
る
。

子
牛
セ
リ
補
助
対
策
は

人
工
授
精
自
粛
の
解
除
後
、
授
精

が
始
ま
り
出
荷
増
に
よ
る
価
格
低

落
が
予
想
さ
れ
た
。
早
期
出
荷
促
進
対
策

を
奨
励
す
る
と
あ
る
が
、
２
７
６
日
齢
と

い
う
根
拠
は
ど
う
し
て
決
め
ら
れ
た
か
。

都
北
家
畜
市
場
で
は
平
均
２
９
０

日
齢
の
牛
が
、
多
数
を
占
め
て
い
る
。
他

の
市
場
で
は
２
５
０
日
齢
か
ら
２
７
０
日

齢
が
多
く
、
出
荷
日
齢
の
短
縮
を
検
討
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

早
期
出
荷
対
象
牛
の
中
に
２
０
０

㎏
未
満
の
牛
も
い
る
。
対
象
牛
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
、
全
部
の
牛
２
７
６
日
齢
以

上
を
対
象
牛
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。

入賞されて喜びいっぱいの白尾ご夫妻
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町長　保全林の下刈りや間伐を
実施し、遊歩道も整備したい 堀  内  義  郎  議員

「上米公園と生活環境保全林
の管理と整備を図れ」

生
活
環
境
保
全
林
の
今
後
の
森
林

管
理
と
施
業
に
つ
い
て
問
う

今
年
、
南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学

科
に
よ
り
上
米
公
園
山
道
活
性
化
に
つ
い

て
、
遊
歩
道
の
ル
ー
ト
案
内
板
の
不
足
や

展
望
広
場
の
見
晴
ら
し
が
悪
い
な
ど
指
摘

を
受
け
、
生
活
環
境
保
全
林
と
し
て
約
４

㌶
間
伐
や
整
備
を
実
施
し
た
。
本
年
は
、

約
５
㌶
の
間
伐
を
実
施
し
季
節
感
の
あ
る

樹
木
を
植
え
、
森
林
浴
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
出
来
る
様
整
備
を
し
た
い
。

保
全
林
内
の
遊
歩
道
が
一
部
崩
壊

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
ど
う
整
備
し
活
用
し
て
い
く
か
問
う
。

今
ま
で
約
10
年
位
活
用
し
な
か
っ

た
反
省
に
よ
り
、
一
部
崩
壊
し
て
い
る
遊

歩
道
を
予
算
に
よ
り
砂
利
を
敷
い
て
整
備

し
て
い
る
。
残
り
５
㌶
を
間
伐
し
、
全
体

的
に
活
用
方
針
を
た
て
る
よ
う
担
当
課
に

話
し
を
し
て
お
り
、
今
後
進
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。

昨
年
、
９
月
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
か
ら
コ
ー
ス
増
設
の
陳
情
を
受

け
た
が
、
公
園
内
に
増
設
出
来
る
か
。
ま

た
、
安
全
を
確
保
す
る
上
で
管
理
棟
周
辺

に
出
来
な
い
か
ど
う
か
問
う
。

協
会
よ
り
９
月
に
増
設
の
陳
情
を

受
け
、
12
月
議
会
で
趣
旨
採
択
と
な
っ
た

訳
だ
が
、
増
設
に
つ
い
て
は
色
々
な
ご
意

見
や
案
が
あ
る
。
桜
並
木
の
傾
斜
地
の
利

用
や
農
業
用
溜
め
池
や
民
有
地
等
活
用
出

来
な
い
か
、
協
会
と
充
分
意
見
交
換
し
な

が
ら
話
し
合
い
た
い
と
思
う
。

　

利
用
さ
れ
る
方
々
は
、
年
齢
の
高
い
方

か
ら
子
供
ま
で
い
る
の
で
、
安
全
等
を
確

保
す
る
上
で
、
や
は
り
管
理
棟
周
辺
が
い

い
の
で
は
と
思
え
る
。
そ
う
言
っ
た
点
を

含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

上米公園の生活環境保全林の看板

上米公園桜並木
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町 長　契約方法や保育料などが
　　　変わるものと予想する 上  西  祐  子  議員

「子ども、子育て新システムによって
保育行政はどう変わるのか」

今
国
会
で
「
子
ど
も
、
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
関
連
法
案
を
成
立
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
骨
子
は
市
町

村
が
保
育
の
実
施
に
責
任
を
も
つ
現
行
の

公
的
保
育
制
度
を
解
体
し
、
保
育
を
市
場

化
、
産
業
化
す
る
こ
と
が
柱
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
法
律
の
実
施
で
本
町
の
保
育
行

政
は
ど
う
変
る
の
か
。

こ
れ
は
、
保
育
所
の
待
機
児
童
問

題
や
幼
稚
園
の
定
数
割
れ
の
解
消
策
と
し

て
幼
稚
園
、
保
育
園
を
一
体
化
し
た
総
合

子
ど
も
園
を
創
設
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た

も
の
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
段
階
的
に
導

入
を
目
指
す
。
総
合
子
ど
も
園
の
創
設
に

よ
り
契
約
方
法
や
保
育
料
な
ど
が
変
る
も

の
と
予
想
す
る
。

保
育
料
は
ど
う
変
る
の
か
。

現
在
認
可
保
育
園
の
保
育
料
は
国

の
基
準
に
基
づ
き
町
が
上
乗
せ
加
算
を

し
、
所
得
に
応
じ
て
保
育
料
を
決
め
て
い

る
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
利
用
し
た
時
間

に
応
じ
て
負
担
が
決
ま
る
応
益
負
担
と
、

所
得
に
応
じ
て
保
育
料
を
決
め
る
応
能
負

担
と
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
よ
う
だ
。

新
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
町
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

現
段
階
で
は
情
報
が
な
い
が
、
利

用
者
や
幼
稚
園
、
保
育
園
の
現
場
で
不
信

や
不
安
の
声
が
多
く
ま
だ
議
論
が
十
分
尽

く
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
今
後
も
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
に
行
き
届
い
た
保
育
が

保
障
さ
れ
る
よ
う
国
や
市
町
村
が
責
任
を

も
っ
て
保
育
水
準
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
。

学
校
給
食
を
費
用
対
効
果
で
図

る
考
え
な
の
か

給
食
は
学
校
給
食
法
に
よ
り
教
育

の
一
貫
で
あ
る
と
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
学
校
給
食
を
費
用

対
効
果
で
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

は
じ
め
に
指
定
管
理
者
制
度
に
つ

い
て
は
、
平
成
15
年
に
地
方
自
治
法
の
改

正
で
、
公
の
施
設
を
指
定
管
理
者
に
管
理

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

公
の
施
設
と
は
住
民
の
利
用
に
供
す
る
施

設
で
あ
り
、
住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
な
い
施
設
は
、
公
の
施
設
で

は
な
い
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
生
徒

の
給
食
の
み
を
取
り
扱
う
施
設
で
、
公
用

財
産
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。
給
食
セ
ン
タ

ー
は
指
定
管
理
者
制
度
は
な
じ
ま
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
本
町
で
は
行
政
改
革

の
一
貫
と
し
て
昭
和
41
年
か
ら
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
学
校
給
食
会
に
委
託
し
、

経
費
削
減
を
図
っ
て
き
た
。
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
給
食
は
何
と
い
っ
て
も
安

心
、
安
全
が
一
番
重
要
な
の
で
競
争
に
は

な
じ
ま
な
い
。
学
校
給
食
会
で
は
、
毎
年

衛
生
管
理
研
修
等
を
行
い
な
が
ら
衛
生
、

安
全
の
確
保
に
十
分
配
慮
し
、
調
理
、
配

送
業
務
も
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
は
引
き

続
き
三
股
町
学
校
給
食
会
で
行
っ
て
い
き

た
い
。

みどり保育園の子ども達は、元気いっぱい
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町長　駐車場の整備については十分理解しているつもり
なので優先順位を考慮し計画していく 福  永  葊  文  議員

「６地区分館駐車場の早期
舗装と街灯の設置を望む」

６
地
区
分
館
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

や
踊
り
、
バ
ン
ド
の
練
習
な
ど
殆

ど
毎
日
利
用
さ
れ
て
、
町
民
の
健
康
維
持

や
趣
味
の
活
動
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

る
。
夜
間
特
に
雨
天
の
時
、
利
用
す
る
際

は
街
灯
も
な
く
砂
利
敷
の
為
、
水
溜
が
多

く
て
ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら
れ
る
な
ど
、

非
常
に
不
快
な
思
い
を
し
て
い
る
。
早
急

に
改
善
を
願
う
。

６
地
区
分
館
は
駐
車
場
の
舗
装
の

必
要
性
は
十
分
理
解
し
て
い
る
の
で
優
先

順
位
等
も
考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
き

た
い
。

新
規
就
農
者
の
認
定
に
つ
い
て

活
力
あ
る
た
く
ま
し
い
産
業
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
認
定
農
家
、

集
落
営
農
の
支
援
の
方
策
は
。

生
産
性
の
高
い
安
定
的
な
農
業
経

営
の
推
進
に
向
け
、
認
定
農
業
に
は
規
模

拡
大
の
た
め
農
地
斡
旋
、
品
質
向
上
低
コ

ス
ト
化
の
為
の
施
設
機
械
の
導
入
を
行

う
。
集
落
営
農
に
向
け
て
は
、
転
作
を
含

め
た
集
団
的
農
地
利
用
を
は
じ
め
、
機
械

施
設
は
効
率
利
用
を
進
め
組
織
間
の
情
報

交
換
、相
互
活
動
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、

運
営
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
新
規

就
農
者
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
人
農
地
プ

ラ
ン
」
事
業
が
施
行
さ
れ
、
地
域
ご
と
の

プ
ラ
ン
策
定
に
よ
り
、
青
年
就
農
給
付
金

や
雇
用
事
業
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
認
定
就
農
者
に
つ
い
て
は
、
窓

口
は
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
県

農
業
振
興
公
社
内
の
新
規
就
農
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

財
政
の
抜
本
的
な
改
革
見
直
し

で
支
出
の
軽
減
は

役
場
業
務
の
中
で
、
管
理
委
託
事

業
の
内
容
を
精
査
し
、
指
定
管
理

へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
支
出
の
軽

減
は
行
え
な
い
か
。

指
定
管
理
の
で
き
る
公
の
施
設

は
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も

っ
て
、
住
民
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
地

方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
施
設
に
限
ら
れ

る
た
め
、
庁
舎
や
給
食
セ
ン
タ
ー
は
公
の

施
設
に
あ
た
ら
な
い
。
本
町
の
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
設
立
当
初
か
ら
、
学

校
給
食
会
に
管
理
運
営
を
委
託
し
て
お

り
、
こ
の
変
更
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
指
定
管
理
へ
の
移
行
の

対
策
施
設
と
し
て
は
、
町
体
育
館
、
武
道

体
育
館
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
弓
道

場
、
四
半
的
弓
道
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

６
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。
更
に
導
入
可

能
性
の
あ
る
施
設
と
し
て
は
、
都
北
衛
生

セ
ン
タ
ー
や
町
最
終
処
分
場
、
く
い
ま
ー

る
、
町
営
住
宅
管
理
が
考
え
ら
れ
る
。

舗装が急がれる６地区分館
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池  田  克  子  議員

「障がい者福祉に関わる
人や団体に支援を」

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き

「
障
害
福
祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
「
三
つ
の
目
標
」
と

「
四
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
」
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
目
標
の
一
つ
に
「
地
域
生

活
移
行
や
就
労
支
援
等
の
課
題
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
」と
あ
る
。

基
本
的
な
考
え
方
の
一
つ
に
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
充
実
を
図
り
、
施
設
入
所
、

入
院
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
推
進
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
目
標
達
成
の
た
め
に
は

受
け
皿
と
な
る
各
ホ
ー
ム
や
福
祉
作
業
所

の
設
立
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
計
画

で
あ
る
。
行
政
と
し
て
の
支
援
を
問
う
。

町
か
ら
の
運
営
に
係
る
財
政
的
な

支
援
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
そ
の
四
分

の
一
を
扶
助
費
と
し
、
福
祉
作
業
所
は
年

四
〇
〇
万
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。

財
政
的
支
援
も
大
事
だ
が
、
各
施

設
の
設
立
に
お
い
て
は
、
法
的
な

規
制
や
住
民
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
等
色
々
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
設
立

者
の
声
を
良
く
聞
い
て
対
応
す
べ
き
で

は
。

ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
も
念
頭
に
お

き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

理
想
的
な
「
福
祉
社
会
」
の
実
現

に
む
け
て
、
担
い
手
の
育
成
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
は
民
生
委
員
、
児
童
委
員
や

自
治
公
民
館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
方
々
が
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
更
な
る
担
い
手
の
育
成
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し

た
住
民
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
を

進
め
て
い
く
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
を

地
域
福
祉
推
進
体
制
の
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
育
成
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

き
っ
か
け
作
り
が
重
要
だ
と

思
う
。
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
呼
ん

で
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
習
を
実
施
し

た
。こ
れ
ら
が
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。

福
祉
の
基
本
理
念
は

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
」
の

中
に
「
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
あ

ふ
れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
あ

る
が
、
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
の
基
本

理
念
は
。障

が
い
の
あ
る
人
自
身
が
住
む
場

所
を
選
び
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支

援
を
受
け
、
自
立
と
社
会
参
加
の
実
現
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

住
民
と
行
政
の
信
頼
を
高
め
る
に

は
、
職
員
の
意
識
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

地
域
へ
の
移
行
支
援
や
就
労

支
援
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
先
進
地
の
視

察
を
し
た
。
ま
た
、
地
域
支
援
協
議
会
で

話
し
合
い
を
も
っ
て
い
く
。

作業に精を出す作業所の皆さん

町 長　町政やソフト面からも
　　　対応していく
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こうなりましたこうなりました

レポート
追 跡

平成23年3月から宮村ヴュータウン
“眺夢台”の募集を実施

（平成 23年度中に完売）

平成 23 年 6 月から上限 10 万円を限
度に助成されるようになった

第
二
回

宮村地区の過疎対策状況は 地域づくりと仕事おこしを

平成 18 年度中、宮村地区の過疎対
策に町営住宅建設の予定と聞いて
いるが、その後の進捗状況を聞く

平成 18 年 12 月定例議会
一般質問

町営住宅の建設は単独の財源と
なり大変厳しい状況で、宅地分
譲を推進している

住宅リフォーム助成制度を作り、
増改築工事で町内産業の活性化を
図れ

平成 22 年 3 月定例議会
一般質問

平成 23 年度の実施に向けて、関
係課の検討部会を立ち上げる

町 長 答 弁町 長 答 弁

リフォーム前

補助金でリフォーム後

あんた
どげんなった

な？

完売された宮村ヴュータウン
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小国町議員と広報委員

川棚町議員と総務厚生委員

高原町議員と予算・決算委員

高鍋町議員と議会運営委員

小
国
町 
を
広
報
委
員
会
が

　

小
国
町
よ
り
総
勢
５
名
、
当

方
７
名
で
の
意
見
交
換

小
国
町
も
「
お
ぐ
に
議
会
だ
よ

り
」
を
発
刊
。

　

現
在
８
号
目
を
作
成
中
。
内

容
充
実
に
む
け
て
研
修
を
重
ね

て
い
る
。

　

熱
心
な
質
問
に
当
方
も
勉
強

に
な
っ
た
。

（
質
問
事
項
）

①
作
成
時
の
信
条
・
目
標
・
気

を
つ
け
て
い
る
点
。

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
議

会
だ
よ
り
」
の
欄
が
あ
る
。

掲
載
は
い
つ
か
ら
。
そ
の
反

応
は
。

③
広
報
委
員
会
の
役
目
は
。

④
そ
の
他
多
く
の
質
問
。 

平
成
24
年
１
月
20
日

川
棚
町
を 

総
務
厚
生
委
員
会
が

　

川
棚
町
よ
り
総
勢
９
名
、
当

方
８
名
で
の
意
見
交
換

　

川
棚
町
は
大
崎
く
じ
ゃ
く
園

や
虚
空
蔵
山
な
ど
い
つ
も
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
こ
の

研
修
内
容
は
行
政
に
関
す
る
こ

と
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
関

係
課
も
出
席
し
た
。

（
研
修
事
項
）

①
入
札
制
度
改
革
に
関
し
て
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
関

し
て
。

③
町
単
独
補
助
事
業
の
外
部
評

価
に
関
し
て
。

平
成
24
年
１
月
25
日

高
鍋
町
を 

議
会
運
営
委
員
会
が

　

高
鍋
町
よ
り
総
勢
11
名
、
当

方
10
名
で
の
意
見
交
換

　

高
鍋
町
の
人
口
は
約
２
１
．

４
０
０
人
、海
沿
い
に
位
置
し
、

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
。
文
教

の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
て
進
行
中
で
あ
る
。

（
主
な
議
題
）

①
議
会
基
本
条
例
制
定
の
経

緯
・
現
状
・
課
題
等
。

②
予
算
・
決
算
等
の
審
査
。

③
そ
の
他
・
情
報
交
換
等
。 

平
成
24
年
１
月
27
日

高
原
町
を
予
算
・
決
算
委
員
会
が

　

高
原
町
よ
り
総
勢
６
名
、
当

方
３
名
で
の
意
見
交
換

　

高
原
町
は
、
唯
一
近
隣
の
町

で
友
好
を
深
め
て
い
る
。

　

議
会
改
革
と
し
て
議
会
特
別

委
員
会
を
設
置
さ
れ
て
い
る
。

（
研
修
事
項
）

⑴
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

①
経
過
並
び
に
経
緯

②
委
員
会
運
営
手
法

③
常
任
委
員
会
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
。

⑵
そ
の
他
情
報
交
換
等
。 

平
成
24
年
２
月
17
日

研修を歓迎ようこそ

小国町・川棚町・高鍋町・高原町
 　　　　（熊本県）　　（長崎県）　  （児湯郡）　 （西諸県郡）
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議会からお知らせ

轟木自治公民館長
尾山　卓さん

議
会
傍
聴
の
方
々
の
感
想

花見原自治公民館長
山之内　六夫さん

稗田自治公民館長
南崎　正智さん

女性団体連絡協議会
岩崎　てつ子さん

女性団体連絡協議会
森　秋生さん

女性団体連絡協議会
山内　伶子さん

　町議会は、より住民に信頼される開かれ
た議会として変革するために、昨年 3 月に
議会基本条例を制定しました。そこで、町
民に対する議会報告会を開催し、議会の説
明責任を果たしていきます。第 1 回は、町
民の皆様から選ばれた議員が「三股町議会
基本条例」と議会の活動状況を報告します。
　「議会がどう変わってほしいのか」、「議会
に何を要望するのか」など町民の皆様から
の意見・提言をお聞きし、議会及び議員の
資質向上に努めたいと考えています。お気
軽にご参加ください。
　☆どちらの会場でも参加できます。
２．時　間　　午後７時３０分～９時まで（最大３０分延長）
３．内　容　　・議会からの報告事項について・住民の皆様の議会に対する意見・提言について

議会報告会（第１回）の開催

　三股町では、初めて町議会傍
聴をさせていただきました。終
始、真摯な質問と誠意ある答弁
を目の当たりにして議会（議員）
に対する信頼さが深化していく
感じを受けました。次回、時間
を伸ばして、町内に山積してい
る諸問題へ取り組みの様子を傍
聴させていただきたいと切望し
ます。

　公民館長研修で議会を傍聴す
る機会を得た。
　ある議員が自治公民館加入率
の問題を取り上げ、推進の意気
込みを数字で示してほしいと、
町長に迫る態度がすがすがしい
好印象であった。

　議会傍聴で、まず感じたこと
は一般の傍聴者が少ないこと。
町民と議会を近付ける工夫・努
力を期待したい。
　今回の傍聴では、昨今の厳し
い経済情勢・町財政のもとで、
緊張感のある議論が展開された
と感じた。

開催日 5月29日（火） 5月30日（水） 5月31日（木） 報告議員名

開
催
場
所

１
班 １地区分館 ２地区分館 ３地区分館

指宿　秋廣
桑畑　浩三
山中　則夫
池邉　美紀

２
班 ４地区分館 ５地区分館 ６地区分館

池田　克子
上西　祐子
堀内　義郎
佐澤　靖彦

３
班 ８地区分館 ７地区分館 ９地区分館

大久保義直
重久　邦仁
福永　廣文
内村　立𠮷

　議員選挙後、昨年６月の初議
会に、私たちの体操クラブでは、
新人議員の活躍ぶりを見たくて、
全員で議会傍聴に行きました。
若さあふれる議会を見ることが
出来て、今後の三股町の自立発
展がたのもしくなりました。

　毎回議会一般質問を傍聴して
おります。昨年 12 月の一般質問
では、小学生が先生と一緒に傍
聴されておりました。とても新
鮮に見えました。
　他の学校もこのような授業を
取り入れたらすばらしいと思い
ました。

　女性団体連絡協議会では約十年前から年
間計画の一つに議会傍聴をとりいれていま
す。傍聴することで町の事をよく知るきっ
かけ作りとなり、町政に関心を持ち自己研
鑽に勤めることができました。また、男（ひ
と）と女（ひと）が仲良くし、男女共同参画は
もとより、明るい住みよい町づくりのため、
町の提案者として活動の一助になっている。
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新設された町内施設を視察
去
る
平
成
24
年
３
月

13
日
に
23
年
度
に
完
成
し

た
町
内
施
設
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

建
替
え
ら
れ
た
三
股

町
弓
道
場
は
、
集
成
材
や

県
産
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
温
も
り
の
あ
る
施
設

に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の

三
股
町
の
弓
道
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。塚

原
団
地
Ａ
棟
（
38

戸
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
て
は
「
快
適
に
暮

ら
せ
る
定
住
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
建
設

さ
れ
、
今
年
度
Ｂ
棟
建
設

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
股
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
室
改
修
事
業
は
、

児
童
の
健
全
育
成
の
向
上

を
図
る
目
的
で
、
木
の
温

も
り
の
あ
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
改
修
に

よ
り
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
三
股
小
内
で
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

塚原団地立替事業（A 棟）

三股小放課後児童クラブ室改修事業

三股町弓道場整備事業
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「 第五部 」

「 第六部 」

緊急出動  消 防 団  町民の生命財産を守るために
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今
年
の
冬
は
寒
く
、
春
の
到
来
を
待
ち

わ
び
た
。
す
で
に
桜
は
散
り
、
若
葉
薫
る

５
月
の
さ
わ
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
る
。

　

ま
こ
と
に
時
の
流
れ
は
す
み
や
か
で
あ

る
。当
初
予
算
を
議
会
で
可
決
し
て
か
ら
、

す
で
に
ひ
と
月
が
経
っ
た
。
新
し
い
年
度

を
町
は
歩
み
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
議
会
広
報
を
通
じ
て
そ
の
動
き
を

お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
し
た

ら
も
っ
と
皆
さ
ん
に
親
し
め
る
紙
面
に
な

る
の
か
、
我
々
４
人
の
広
報
委
員
は
鳩
首

を
並
べ
て
苦
心
惨
憺
で
あ
る
。

　

こ
の
広
報
誌
や
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
た
ま
わ
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
議
会
あ
て
に
ご
投

稿
を
お
願
い
し
た
い
。
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部長：朝倉　勝昭
団員：15 名
轟木、仮屋、大野
大八重を管轄

部長：里岡　広志
団員：23 名
勝岡、前目、蓼池
餅原、三原を管轄
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